
日中対照言語学会第 36回大会 (2016年度冬季大会)のご案内 
 

記 

日 時：2016 年 12 月 25 日（日）午前 9:10～午後 6:20 

会 場：大阪産業大学梅田サテライト（ＪＲ大阪駅南口下車、阪神百貨店右の通りを直進、徒歩約５分、

大阪駅前第三ビル１９階。大阪市北区梅田１－１－３。電話 06-6442-5522） 

参加費：１０００円（会員、非会員共通） 

 

プ ロ グ ラ ム 

 

受付（8：50－）                    総合司会 下地 早智子（神戸市外国語大学.） 

大会開催校挨拶 張 黎（大阪産業大学）                       9：10－9：15 

開会の辞   于 康（関西学院大学）                          9：15－9：20 

研究発表１．中国語における名詞独立文の意味機能について―日本語との対照を通じて－  9：20－9：45 

肖海娜(神戸市外国語大学大学院) 

研究発表 2．容器の認識と松明の原理から見る“大”の強調の意味          9：45－10：10 

岡原嗣春（大阪産業大学など 非常勤講師  以上司会 彭 飛（京都外国語大学） 

 

休憩（10 分 10：10－10：20） 

研究発表 3．開始義を表す「V 上」「V 起来」「V 开」の比較研究 

——文法的使い分けと意味的分析を中心に——               10：20－10：45 

郅 鴎（新潟大学大学院） 

研究発表 4．日本語「習得」に関する動詞のクオリア構造についての分析      10：45－11：10 

蘇丹（広島大学大学院 ）              以上司会 竹島 毅（大東文化大学） 

 

休憩（10分：11：10－11：20） 

研究発表 5．中国語疑問マーカーにおける歴史変化過程の再検討                  11：20－11：45 

杜曉磊(広島大学大学院) 

研究発表 6．語気助詞と文末助詞の分類についての一考察                        11：45－12：10 

蘇霖坤（神戸市外国語大学大学院）          以上司会 安本 真弓（高千穂大学） 

 

昼休み（60 分 ビルの階下に食堂街あり）                       12：10－13：10 

講演１ 语言对比研究中的翻译问题                                     13：10－14：10 

林  璋（福建师范大学  关西学院大学）   司会 于 康（関西学院大学） 

講演２ 现代汉语副词的性质、特征与类别——兼谈现代汉语副词研究的当前状况与课题 14：10－15：10 

张谊生（上海师范大学）              司会 張 黎（大阪産業大学） 

 

休憩（10分：15：10－15：20）  

研究発表 7．接客場面における不満表明の応答に関する研究 

――「謙虚」と“谦虚”を例にして――                            15：20－15：45 

胡敏男（北九州市立大学非常勤教師） 

研究発表 8．可能表現における日中対照—能願動詞の意味分類について        15：45－16：10 

李娜（北海道大学大学院）               以上司会 余 維（関西外国語大学） 

 



休憩（10分：16：10－16：20）  

研究発表 9．“刚”、“刚刚”、“刚才”と時間範疇                                  16：20－16：45 

王慶（九州外国語学院） 

研究発表 10．“一点儿”“有点儿”についての語用的考察            16：45－17：10 

時衛国(愛知教育大学)                以上司会  原 由起子（姫路獨協大学） 

 

休憩（10分：17：10－17：20）  

研究発表 11．動作主中心表現と事物中心表現―身体部分を含む表現について―日中対照表現論 

17：20－17：45 

藤田昌志(三重大学)  

研究発表 12．中日両言語における副詞の位置                  17：45－18：10 

高橋弥守彦（大東文化大学）            以上司会  王 学群（東洋大学） 

 

閉会の辞 加藤晴子（東京外国語大学）                      18：10 

 

※昼食の間、拡大常務理事会を開催予定 

※当日入会申し込み、学会費の納入も受け付けます。（年会費：社会人 4000円、院生 2000円） 



日中対照言語学会第 36回大会 (2016年度冬季大会) 

発表者リストと要旨 
 

講演１ 林  璋（福建师范大学  关西学院大学） 

テーマ：语言对比研究中的翻译问题 

要 旨:    在语言对比研究中，我们经常能看到研究者使用对译语料作为例句来说明 2 种语言之

间的异同。但是，由于有的语言研究者对翻译问题缺乏足够的了解，所以在使用翻译语料进行说明

时，容易出现偏差。例如： 

    （1）  民子はいつでも、すくすく泣いている声がしていたというので、今度は母が非常に

立腹して、…（总听见民子抽搭搭的哭泣声，这下可把母亲惹怒了。）《高》226 页 

    张岩红（2000）认为，“与日语中表示结果的持续相对应的汉语表达，可以是名词或名词短语，

因为汉语中名词或名词短语本身就有表示状态的功能”。但是，这个例子中，语言现象层面和说明

层面都未满足“平行原则”。以下译文同样有较大误差，基于这种译文的说明就很难说是合理的。 

    （2） a.  女はふいとあちらを向くと、杉林のなかへゆっくり入った。彼は黙ってついて行

った。神社であった。苔のついた狛犬の傍の平な岩に女は腰をおろした。（『雪国』） 

          b.  那边是神社。女子在布满青苔的石狮子狗旁的一块平坦的岩石上坐了下来。(叶渭

渠译《雪国》） 

    「「神社であった」と「見え」のまま述べるのに対して、中国語は「そこは神社であった」

と分析的に言葉を補っている。二つ目の文では日本語は環境優先的な視点に基づき、場所の描

写から始まるが、中国語は行為者主語に視点を置いて言語化されており、場所は事態記述を完

成させるための一成分にすぎず、実際、日本語のような語順はとれないのである。」（守屋・徐愛

紅 2012） 

    从以上 2 个例子可以看出，研究者都是直接使用现有的译文。虽然都是正式出版的译文，但

是仅就被用于对比的部分而言，那并不是最佳的译文。 

    那么我们应该如何理解翻译行为？如何理解对应和变化？我们在使用翻译语料进行语言对比

研究时，需要进行什么样的确认或验证才能确保我们的考察结果是有效的？ 

 

講演２ 张 谊生（上海师范大学） 

テーマ：现代汉语副词的性质、特征与类别——兼谈现代汉语副词研究的当前状况与课题 

要 旨:一、副词的基本性质与虚实归属 

现代汉语副词不仅使用频率很高，而且用法丰富多样；尤其是作为个性强于共性的词类，其内

部各成员在组配方式、语法意义、语义指向、语用特点、篇章特征各个方面都存在着显著的差异。

长期以来副词一直是汉语词类研究中引起争议和存在问题最多的一类。 

二、副词的鉴别标准与兼类情况 

确定汉语副词的基本原则应该是：以句法功能为依据，以概念意义为基础。现代汉语中，副词

同形容词、连词、时间名词、区别词、助动词、代词、语气词，甚至一部分动词，都存着一定程度

的纠葛和交叉的现象，需要采取一整套科学、合理的方法认真分辩。 

三、副词的内部层次与分类系统。 

副词的次类划分，仅仅以语义、用法为标准是不够的，还应该兼顾功能、分布、位序等各方面

的特征；尤其是要结合语义和功能两方面的特点，互相补充，互为印证，以确定每个副词应归入哪

个次类。有鉴于此，必须在语义分类的基础上，找出各次类在功能特征方面的共性，加以验证并且

证明所分次类的合理性，从而建立相对合理的副词分类系统。 

四、副词研究的当前概况与课题 

近三十年来汉语副词发生了显著的变化：a 语法功能的扩展化和中和化；b 表达作用的细化转

化和主观化；c 常用副词的构式化与标记化；d 新兴副词产生与流行的快捷化与简易化。有关汉语

副词的性质、范围和分类等基本问题，以及副词的功能、特征和用法等具体问题，无论共时的分析

与比较，还是历时的探索与解释，都是汉语语法研究中的热点和重点。 

 

研究発表 

1 肖 海娜(神戸市外国語大学大学院) 

テーマ：中国語における名詞独立文の意味機能について―日本語との対照を通じて－ 

要 旨:先行研究によれば，現代中国語における名詞独立文は日本語と同様に，話し手の感動（例

(1)），発見(例(2)），希求・要求(例(3))を表す働きがある。 

（1）C.哇，好/多漂亮的花！ 



（2）C.啊，老鼠！ 

（3）C. (奥さんに向かって)报纸！ 

J.わあ，きれいな花！J.あっ，ネズミ！J.新聞！ 

尾上(1986)は，当該表現の成立には「その時，その場の心的経験・心的行為に対応する現場

性」が伴わなければならないと述べている。しかし，中国語では現場性を伴わずに話し手の記憶

や印象に基づいた名詞独立文が存在する(例文(4)(5))。また，中国語における名詞独立文の形

式は多様であり，いずれの形式が如何なる意味機能を担うかに関して整理する必要がある。 

（4）（友達が彼女と別れたのを聞いて） 

“多好的姑娘啊！你怎么就分手了呢。” 

（＃（なんて）いい娘！どうして別れてしまったの。） 

（5）（新しい帽子を失くしたことを思い出して，残念な気持ちで） 

“我的新帽子呀！”（＃私の新しい帽子！） 

本発表では，発話文脈を視野に入れつつ，対象事物が話し手の眼前に存在するか否かを基準

に中国語の独立名詞句の形式と意味機能の対応関係を整理したうえで，日本語の当該表現との

相違を体系的に記述する。 

対象事物が話し手の眼前に存在する場合，“好/多＋形容詞＋名詞”の形を用い，話し手の「感

動」を表す。そして，「発見」用法では，“（形容詞＋）名詞”の形が要請される。 

対象事物が話し手の眼前に存在しない場合，話し手の意識に存在する対象事物への「希求・要求

（3）」を表出する際，“（形容詞＋）名詞”の形を取る。一方，話し手の記憶や印象に基づく

「想起感動」を表す際，“多＋形容詞＋名詞”，“修飾語＋名詞”の形が選択される。 

 

 

2 岡原 嗣春（大阪産業大学など 非常勤講師） 

テーマ：容器の認識と松明の原理から見る“大”の強調の意味 

要旨： 日中対照言語学会第 35 回大会において“大前天/大后天”における“大”は脳内時空間

の大きさを時の表現に反映させていることを述べたが、例えば“大夏天、大晴天、大白天”など

の“大”は「真っ盛り」という強調の意味があり、働きが異なる。つまり、本来「物体の寸法」

を表す語である“大”が「程度がはなはだしい」という意味へと変化していったのかその過程を

見なければならない。 

そこで、我々の持つ空間に対する認識の内「容器の認識」に注目し、また、「松明の原理」(岡

原 2015)を見ながら、その意味転移を観察する。（図は省略） 

 

３ 郅 鴎（新潟大学大学院） 

テーマ：開始義を表す「V 上」「V 起来」「V 开」の比較研究——文法的使い分けと意味的分析を

中心に—— 

要 旨：1．はじめに 

中国語のなかで、“上”“起来”“开”は動詞或いは形容詞の後に置かれ、開始義を表すことが

できる。“上”“起来”“开”の文中での役割や文法的な違いによって、開始義を表すとき、“上”

“起来”“开”は互いに置き換えられ場合もあれば、置き換えられない場合もある。本稿は開始

義を表す“上”“起来”“开”の異同を明らかにしたい。 

2.開始義を表す“上”“起来”“开”について 

2.1  V＋上/起来/开 

(1) 会还没开，大家就议论上/起来/开了。 

(2) 妈妈突然笑上＊/起来/开了。 

(3) 上/起来/开＊了 

  “上”は開始義を表すとき、もとの動作・状態を意識しながら、新たな動作・状態の持続を

表す。特に、新たな動作・状態が安定的に持続することを表す。“上”は新たな動作・状態の持

続を強調する。 

 “起来”は開始義を表すとき、動作の勢いが弱い状態から強まっていくという変化を表すだ

けではなく、動作の勢いが強い状態から弱まっていくという変化も表すことができる。“起来”

は動詞の加速を強調する。 

 “开”は動作の勢いが弱い状態から強まっていく変化を表すことができず、強い状態からさ

らに弱まっていく変化しか表せない。 

 

4 蘇 丹（広島大学大学院 ） 



テーマ：日本語「習得」に関する動詞のクオリア構造についての分析 

要 旨: Pustejovsky (1998)の生成語彙論の理論においては、クオリア構造が語を最も適切に説

明する属性や事象の集合(小野, 2005)を表し、「形式役割・構成役割・目的役割・主体役割」から

構成されている。しかし、Pustejovsky(1998)では動詞のクオリア構造の説明が不十分であるた

め、小野(2005)と影山(2005)は、(1)のように動詞のクオリア構造について詳しく検討している。 

(1) 

 小野（2005） 影山（2005） 

構成役割 部分・全体関係 語彙概念構造(LCS) 

形式役割 包摂関係と結果 activity・state・process・transition の区別 

目的役割 (特に記載なし) 含意する目的・目標・機能 

主体役割 原因 その表現が成立するための前提やフレーム 

 「習得」に関する動詞とは、「勉強する・学ぶ・習う・修める・習得する」などの知識や技能

を身につける意味を表す動詞群のことである。「習得」に関する動詞の意味は類似しているが、

相違点もある。類義語分析として意味の異同だけだはなく、動詞のクオリア構造も分析するの

は、動詞の統語構造まで掘り下げ、類義語辞典などにはない動詞の形式・構成・目的・主体役割

の情報を分析できる利点があるからである。 

「勉強する」は継続活動を示し、LCS 構造は[ EVENT x ACT ( ON y)] で表される。影山(2005)

に基づいて、「勉強する」のクオリア構造を分析すると、(2)のようになる。 

(2)「勉強する」のクオリア構造 

構成役割＝x ACT (ON-y) 

形式役割＝activity 

目的役割＝get knowledge/experience  

主体役割＝not-have 

 しかし、「勉強する」の実際の使用状況がクオリア構造の理論の内容と一致するのかまだ不明

である。 

本研究では、日本語均衡コーパス(中納言)を利用し、「習得」に関する動詞の「勉強する・習う・

習得する」を中心に、動詞の実例とクオリア構造の理論を比較し、これらの動詞の異同を分析す

る。 

 

5 杜 曉磊(広島大学大学院) 

テーマ：中国語疑問マーカーにおける歴史変化過程の再検討 

要 旨：歴史上、疑問マーカーがどこから由来したかは既に定説がある：“無”→“麽”→“吗

／么／吧”（吴福祥 1997 など）。しかし、“無”から“吗／么／吧” までの歴史変化過程はまだ

解明されていない。 

王力の音韻説（2004）：歴史上、音韻の変化規則によって、その変化過程を論じた。miwa“無” 

→ 重唇音ｍ残留＋韻頭消滅 → mua“麽” → 韻頭脱落 → ma“吗” 
吴福祥の文法説（1997）：古文には反復疑問文の「動詞句＋否定詞」パターン（否定詞は語気

詞に使う）と非反復疑問文の「動詞句＋否定詞」パターン（否定詞は否定詞のまま使う）があり、

同音異義を区別するために、前者は否定語 “無” に変わった。また語気詞の「動詞句＋“無”」

パターンと否定詞の「動詞句＋“無”」パターンがあり、同じ理由で前者の “無”は “麽” に
変わり、用法によって、“麽” は現代語気詞 “吗／么／吧” などになった。 

しかし、なぜ前後二回、否定語ではなく、語気詞のほうが変わったのか、説明は不足している。

文字の歴史変化は人間のように意志があるわけではないので、用法によって変わるというより、

音調が違うので、自然に変わるのではないかと思われる。 

筆者の音調変化の主張：「動詞句＋否定詞」において、否定詞はそのまま変わらないが、語気

詞の方は否定詞と違って、普通より高く、長く発音するので、自然にその発音に合う新しい文字

に変わった。また、語気が違うと、音調が異なるので、“麽” が “吗”だけではなく、“吧”  

“么” などにも自然に変わった。これも王力の音韻説と合っている。 

これは現代語でも以下の二つの証拠が見られる。 

１、歴史的語気詞の変化：“無”→“麽”→“吗／么／吧” 

現代語発音の明澄さ・高さ：“ 無 wu”＜“麽 me”＜“吗 ma／么 me／吧 ba ”  

２、音調が変わらず、語気詞ではない、文末の「“不”（否定詞の一種）」があるが、それは上

に述べた、語気詞ではない否定詞の痕跡であると推測できる。（例：“你去北京了不？”）  

 

6 蘇 霖坤（神戸市外国語大学大学院） 



テーマ：語気助詞と文末助詞の分類についての一考察 

要 旨：中国語の語気助詞については，朱徳熙（1982）をはじめ，胡裕樹（1981），胡明揚（1991），

斉滬揚（2002），于亮・耿立波（2008）など数多くの学者がその分類の方法を検討してきた。例

えば，朱徳熙（1982）の 3分類に対して，于亮・耿立波（2008）は語気助詞の組み合わせ方によ

り，語気助詞を 5種類に分けている。 

 他方，日本語の文末助詞の分類については，渡辺（1968），鈴木（1976），丹羽（2003）などの

考察がある。渡辺（1968）が主に意味に基づいて文末助詞を3分類しているのに対し，鈴木（1976）

は話し手と聞き手との関わりという観点からの分類を行い，丹羽（2003）は統辞論的機能によっ

て「終助詞・文末助詞・間投助詞」のように 3分類している。本発表では，于亮・耿立波（2008）

に見られる，形式の組み合わせ方による分類という考えを参照して，日本語の文末助詞を 4 種

類に分類する。 

 本発表における日本語の文末助詞の分類と，于亮・耿立波（2008）の語気助詞の分類とを比較

してみると，文末助詞も語気助詞もその複合形式を手掛かりとして下位分類を行うことが可能

であるが，その下位分類の意味・機能が対応しない。しかしながら，いずれの複合形式の組み合

わせ方も，命題事態（話者が文によって描き取る外界の事態）と緊密な関係を持つものから，命

題事態と疎遠なものへと，文末に向かって並ぶ点が同様である。 

 また，日本語の文末助詞「な・ね」と中国語の語気助詞“啊”とは，同じく命題事態と最も疎

遠で文の最も外側に位置するものであり，本発表ではそれらの形式の対応する可能性について

も考察する。 

 

7 胡 敏男（北九州市立大学非常勤教師） 

テーマ：接客場面における不満表明の応答に関する研究 

――中国人、日本人のサービス業者の自然談話による分析—― 

要 旨：中国人サービス業者は客の「不満」に対して、最初の段階では謝罪することがない。そ

れは最初に謝る日本人にとっては「不親切」、「マナーが悪い」と思えてしまう。近年、日本から

中国を訪れる観光客が増えてきた。その中で、中国人従業員のこのような態度に驚き、カルチャ

ーショックを受けた人も珍しくない。そういった誤解が生じるのを防ぐため、まず、中国人と日

本人の「不満」に対する「応答」の違いを解明しなければならない。 

これまでの「不満表明」及びそれに対する「応答」行為は年齢や親疎などの観点からの分析が

多数行われてきた。しかし、「接客場面」という社会的場面において、「不満」という言語行動は

どうのように行われているのかを分析する研究はまだ少ない。 

また、データ収集の方法に関しては、インタビューやロールプレイなどの架空に設定された

場面を通して、分析するという方法が一般的であるが信頼度が低いなどのデメリットが指摘さ

れている。 

本稿では「接客場面」で行われた自然談話に基づいて、サービス業者がお客様の「不満」に対

してどう「応答」するかを対照研究の観点から分析したい。 

分析した結果、日本人サービス業者は客に対する配慮のストラテジーを使う傾向が見られた。

一方、中国人サービス業者は、互いが仲間内であるいわゆる共同体の強調に関わるストラテジ

ーや相互の有益性に関わるストラテジーなどが用いられやすい。 

 また、中国人の会話に男女の性差が見られた。男性は「対処法を提示する」を最優先とする傾

向があるが、女性は「謝罪」などの言葉遣いを重視する傾向がある。そういった違いは日本人の

会話には観察されなかった。 

 

8 李 娜（北海道大学大学院） 

テーマ：可能表現における日中対照—能願動詞の意味分類について 

要 旨：日本語における可能表現の形式について次のような形式がある。 

（A）可能動詞：書ケル・見レル 

動詞未然形+助動詞（レル）・ラレル：書カレル・見ラレル 

デキル： 

・名詞+デキル：勉強デキル 

・名詞+ガ+デキル：勉強+ガデキル 

・動詞連用形+コトガデキル：勉強スルコトガデキル 

動詞連用形+ウル・エル：勉強シウル・シエル 



 渋谷（1993）は可能の意味はある動作を行うことがなぜ（不）可能である（あった）のかと

いう、その（不）可能であることの制約条件によって分けることができると述べ、その条件によ

り次の 4つの分類をしている。 

i．動作主体の心情・性格条件：動作実現のための条件が主体の心情・性格・勇気などにある

場合。 

ii．動作主体の能力条件：動作実現のための条件が、主体の持つ（体力・技術的な）能力にあ

る場合。 

iii．動作主体の内的条件：動作実現のための条件が、主体内部の「一時的な」気分・肉体的

条件にある場合。 

（7）今日は気分が悪いからあまりたくさんは食べられない。 

iv．動作主体の外的条件：動作主体の能力いかんにかかわらず、動作実現のための条件が、主

体を取り巻く外的世界にある場合。 

中国語では、日本語と違って、形式により意味の制約が見られる。能願動詞の意味分類につい

て以下の表のようにまとめている。 

 条件可能 結果 

可能 心情・性格条件 能力条件 気分・肉体条件 外的条件 

 

能願動詞 

能 ○ ○ ○ ○ ○ 

会 × ○ × × ○ 

可以 × ○ ○ × ○ 

 

９ 王 慶（九州外国語学院）10/1 10/8 

テーマ：「刚」，「刚刚」，「刚才」と時間範疇 

要 旨：本発表は邢福义（1990: 62-77)の分析（时间副词：“刚”，“刚刚1”；时间名词：“刚刚2”，

“刚才”）に基づき，フェース(phase)，テンス(tense)，アスペクト(aspect)の視点から，以下の例

文の容認可能性を中心に解釈を試みる。 

(1) a. *我刚才来东京。  

b. 我刚来东京。  

c. 我刚刚来东京。  

(2) a. *我刚才来东京没几天。  

b. 我刚来东京没几天。  

c. 我刚刚来东京没几天。  

(3) a. *他们都刚才过了春节就回中国了。  

b. 他们都刚过了春节就回中国了。  

c. 他们都刚刚过了春节就回中国了。 
 

10 時 衛国(愛知教育大学)10/3 

テーマ：“一点儿”“有点儿”についての語用的考察 

要 旨：“一点儿”は動量詞として形容詞や動詞の後に来て、状態や動作を描写したり支配した

りすることができる。“有点儿”は形容詞や動詞の前に使われ、ある状態を描写することができ

るという点では“一点儿”と共通しているが、その状態を支配することができないという点では

それと異なっている。“一点儿”は状態や動作に対し、描写性と制御性を付与されているのに対

し、“有点儿”は状態への描写性を付与されているだけであって、制御性は付与されていない。 

この二語はいずれも会話に多用され、程度が低いことを表わすという点においては共通して

いるが、評価の基準・状態への捉え方・比較の有無などの点においては大きく異なっている。た

とえば、“这块表有点儿贵，有便宜一点儿的吗？”“这个包有点儿大，有小一点儿的吗？”では、

“有点儿”は常識の基準を少し外れていることを表わしているが、“一点儿”はある理想的状態

の可能性を示唆し、相対的に評価している。 

“一点儿”と“有点儿”はまた、他の程度副詞と共起して用いられることもある。この二語

はどのような場合に用いられ、どのような特徴を持っているのか、本研究では語用的に考察し、

その共通点と相違点を明らかにすることとする。 

 

11 藤田 昌志(三重大学) 

テーマ：動作主中心表現と事物中心表現―身体部分を含む表現について―日中対照表現論(日→

中)― 

要 旨：日本語は｢なる｣的表現が多く、中国語は｢する｣的表現が多いように考えられているよ



うである(ex.「十日程すると丸山から呼出しの電話が掛かってきた。」→“过了十天之后，丸山

挂来了传呼电话。” )。しかし、身体部分を含む表現については、必ずしもそうとは言えない場

合がある。四種の日本現代文学作品とその中国語訳を資料として、この問題について考察して

みた。身体部分を含む表現のうち、90%以上は直訳(日→中)や意訳(日→中)によって表現される

から、Ⅰ.動作主中心(「する」的)表現(日)→事物中心(「なる」的)表現(中)Ⅱ.事物中心(「なる」

的)表現(日)→動作主中心表現(「する」的) (中)は主要なものではなく、転換(日→中)に含まれる、

少数の部類の表現である。(以下、(「する」的)、 (「なる」的)省略。)しかし、身体部分を含む

表現の中でⅠ.動作主中心表現(日)→事物中心表現(中)(ex. 「加賀君には私が顔を歪めたように

しか見えなかったかもしれない。」(『悪』p.90)→“～也许加贺只看到我的脸歪了。”(《恶》

p.68)。) (65 例,89%)はⅡ.事物中心表現(日)→動作主中心表現(中) (ex. 「彼が持った出刃包

丁は、山岡の左脇腹に刺さった。」(『悪』p.325)→“他～，掏出刀子刺向山冈的左下腹。”(《恶》

p.239) 。) (8 例,11%)より圧倒的に多いことが今回の事例研究、考察で判明した。 

 

 

12 高橋 弥守彦（大東文化大学） 

テーマ：中日両言語における副詞の位置 

要 旨：相原茂ら（1996：142～144）は言語事実により、副詞は動詞と形容詞の前（例 1，2）、

名詞フレーズの前（例 3，４）、文の前（例５）に用いられる、と指摘している。これらが副詞

の一般的な用法であろう。このうち例（1）（2）が副詞の基本用法である。 

（１）你也来吗？（『わかる』p.288） 

君も来るの。（同上） 

（２）这条河相当深。（『Why？』p.143） 

この河はかなり深い。（同上） 

（３）这个孩子才六岁，已经认得不少字了。（『Why？』p.143） 

     この子はわずか 6歳でもうたくさんの字を知っている。（同上） 

（４）差不多四五十个人都赞成了。（『Why？』p.143） 

     ほぼ四五十人の人がみな賛成した。（同上） 

（５）究竟你去还是他去？（『Why？』p.143） 

     いったいぜんたい君が行くのか、それとも彼が行くのか。（同上） 

 中国語の副詞は一般に単語（動詞・形容詞・数詞）・名詞フレーズ・文の前に用いられている

と言われているが、本発表では先行研究と実例とに基づき、副詞は用言性と体言性の単語およ

びそれらを核とする連語の前に用いられるとし、その理由を明らかにする。また、日本語訳にお

ける副詞の位置と不訳や意訳の場合の理由も明らかにする。 

 

 

※ 発表者 2 の 岡原嗣春先生の要旨は別紙（次ページ）をご参照。 



容器の認識と松明の原理から見る“大”の強調の意味 

大阪産業大学・関西大学・近畿大学 非常勤講師 岡原嗣春 

 

 日中対照言語学会第 35 回大会において“大前天/大后天”における“大”は脳内時空間の大きさを時の表現に

反映させていることを述べたが、例えば“大夏天、大晴天、大白天”などの“大”は「真っ盛り」という強調の

意味があり、働きが異なる。つまり、本来「物体の寸法」を表す語である“大”が「程度がはなはだしい」とい

う意味へと変化していったのかその過程を見なければならない。 

そこで、我々の持つ空間に対する認識の内「容器の認識」に注目し、また、「松明の原理」(岡原 2015)を見な

がら、その意味転移を観察する。 

松明の図１ 

距離  

 

 

 

 

 

到

達

点 

接触 近距离/短距离 中距离 远距离/长途  

 

 

起点 

大小 

多少 

巨大 

過多 

大 

多 

中 小 

少 

 

影響 

絶大 

重大 

強大 

大 

重 

强 

中 轻/ 

微弱 

重要度 最重要 重要 中 低 

位置 上上 上中 上下 中上 中中 中下 下上 下中 

高度 无限高 顶 高 中 低 

関係 濃密 亲密 亲近 一般 疎遠 遠 無関係 

重量 重   中  軽 無 

強度 強大 強固 強 中 緩 弱 無 

 

遠近法 

高い対象 高高高高 高高高 高高 高 同  

同じ対象 高さが同じ ゼロ 

低い対象 低低低低 低低低 低低 低 同  

 

松明の図２ 

到達点 

高度 距離 量 大小・多少 重量 強度 影響 関係 

無限・頂点 接触 満・過多 巨大・絶大 重大 強大 絶大 接触・濃密 

高 近・短距離 多・大盛 大・多 重 強 大 親密・親近 

中 

低 遠距離 少 小・少 軽 弱 小 疎遠・遠 

底 起点 空 無 無 無 無 無関係 

 


